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03 消防設備保守点検業務 参考仕様書 

１  業務の目的 

本業務は、由比ガ浜地下駐車場に設置された消防設備に対して、本仕様書および関係法令等

に従い点検を行い、その結果を関係機関へ報告することで、当該設備を良好な状態に維持する

ことを目的とする。 

２  対象設備 

本業務における保守点検の対象設備は消防設備とし、明細は表2-1のとおりとする。 

表2-1 消防設備一覧 

設 備 名 機 器 名 数 量 

１ 消火器 ABC20 型粉末消火器 14 台 

ABC10 型粉末消火器 77 台 

２ 泡消火設備 泡薬剤貯蔵容器 1 基 

加圧送水装置 1 組 

起動装置 1 基 

閉鎖型感知ﾍｯﾄﾞ 743 個 

泡ﾍｯﾄﾞ 1701 個 

制御盤 1 面 

自動警報弁 7 個 

圧力検知装置 7 個 

一斉開放用手動起動装置 168 個 

減圧開型一斉開放弁 157 個 

泡薬剤混合装置 1 組 

呼水装置 1 基 

消火水槽 1 基 

消火用補給水槽 1 基 

３ 自動火災報知設備 受信機 R 型 1 面 

発信機Ｐ型 1 級 21 個 

中継器 4 回線 13 台 

差動式分布型感知器 2 個 

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 377 個 

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 73 個 

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器 63 個 

表示灯 21 灯 

電鈴（音響装置） 21 個 

４ 誘導灯及び誘導標識 誘導灯 64 灯 

５ 防・排煙設備 連動盤 1 面 

煙式感知器 27 個 

熱式感知器 28 個 

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 56 個 

防火ｼｬｯﾀｰ(ﾚﾘｰｽﾞ) 19 個 

ﾌﾞｻﾞｰ 16 個 

排煙口 65 個 

排煙用手動開放装置 65 個 

起動盤 2 面 

排煙ファン 2 台 

６ 非常警報設備 起動装置 1 個 
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設 備 名 機 器 名 数 量 

６ 非常警報設備 ｽﾋﾟｰｶｰ 118 個 

  増幅器操作装置 360W 1 面 

   自動火災報知連動装置 1 台 

７ 連結放水管 送水口 2 個 

   放水口 3 個 

８ 連結散水設備 散水ﾍｯﾄﾞ 28 個 

   放水口 5 個 

９ 発電設備 電圧 210Ｖ（定格容量 375ＫVＡ） 1 組 

１０ 直流電源装置 整流装置１００Ｖ系 1 組 

   シール型鉛蓄電池 54 セル 

※設備の設置箇所等の詳細については、別添図面を参照 

 

３  業務概要 

（１）保守点検等の頻度・内容 

「消防法」、「消防法施行令」、「消防法施行規則」等に基づく点検を行う際は、点検者の

資格及び点検周期は表3-1のとおりとし、その他、点検内容は次のア～ウの最新改正版に定

めるところによる。 

なお、点検周期の表記は、次による。 

・「６M」は、６月毎に行うものとする。 

・「１Y」は、１年毎に行うものとする。 

ア「消防法施行規則の規定に基づき、消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類及び点検

内容に応じて行う点検の期間、点検の方法及び点検の結果についての報告書の様式を定

める件」（平成16年消防庁告示第９号） 

イ「消防用設備等の点検の基準及び消防用設備点検結果報告書に添付する点検票の様式を

定める件」（昭和50年消防庁告示第14号） 

ウ「消防用設備等の点検要領の全部改正について」（平成14年消防予第172号） 
 

表3-1 消防用設備等の種類別の点検資格・点検周期 

消防用設備等の種類 

点検資格 点検周期 

消防設備士 

（甲種・乙種） 

消防設備 

点検資格者 

機器 

点検 

総合 

点検 

消
防
の
用
に
供
す
る
設
備 

消
火
設
備 

消火器具 第６類 

第１種 ６M 

－ 

屋内消火栓設備、屋外消火栓設備、スプリン

クラー設備、水噴霧消火設備 
第１類 

１Y 
泡消火設備 第２類 

不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備、

粉末消火設備 
第３類 

動力消防ポンプ設備 第１類、第２類 

警
報
設
備 

自動火災報知設備、ガス漏れ火災警報設備 第４類 

第２種 ６M 

１Y 

漏電火災警報器 第７類 

消防機関へ通報する火災報知設備 第４類 － 

非常警報設備 第４類、第７類 １Y 

避
難
設
備 

避難器具（すべり台、避難はしご、救助袋、

緩降機、避難橋その他） 
第５類 

第２種 ６M 

１Y 

誘導灯及び誘導標識 第４類、第７類(注) － 
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消防用水 第１類、第２類 第１種 ６M － 

消
火
活
動
上
必
要
な
施
設 

排煙設備 第４類、第７類 第２種 

６M 

１Y 

連結送水管 第１類、第２類 第１種 

連結散水設備 第１類、第２類 第１種 － 

非常コンセント設備、無線通信補助設備 第４類、第７類 第２種 － 

非
常
電
源 

・
配
線
等 

非常電源専用受電設備、蓄電池設備、自家発

電設備、燃料電池設備 
非常電源、配線又は総合操作盤が附属さ

れる各消防用設備等の点検資格を有する

者 

６M 

１Y 
配線 － 

総合操作盤 ６M 

注）第４類（甲種・乙種）又は第７類（乙種）のうち、電気工事士又は電気主任技術者の免

状の交付を受けている者 

 

「建築基準法」等に基づく点検の点検内容、点検周期は、表3-2～表3-4のうち、対象

設備に該当する項目とする。 

    なお、点検周期の表記は、次による。 

・「６M」は、６月毎に行うものとする。 

・「１Y」は、１年毎に行うものとする。 

 

①防火シャッター 
表3-2 防火シャッター 

点検項目 点検内容 点検周期 
１．外観点検 

(1)建具 

防火シャッター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)自動閉鎖装置 

 

 

 

 

 

 

(3)連動制御器 

 

 

 

 

 

(4)感知器 

 

 

 

 

 

①防火シャッターの周囲に閉鎖上又は避難上障害となる物品等の放置がな

いことを確認する。 

②閉鎖時に避難方向の誘導のために設置された表示、方向指示等がはっ

きり分かることを確認する。 

③開閉機構部の油漏れ及びモーターの過熱及び異常音の有無を点検する。 

④ブレーキ装置及びリミットスイッチの機能状態の良否を確認する。 

⑤軸受部のブラケット、巻取りシャフト及び開閉器の取付け状況を確認す

る。（常時閉鎖式に限る。） 

⑥スプロケットの設置の状況を確認する。（常時閉鎖式に限る。） 

⑦軸受部のブラケット、ベアリング及びスプロケット又はロープ車の劣化及び

損傷の状況を点検する。（常時閉鎖式に限る。） 

⑧ローラーチェーン又はワイヤーロープの劣化及び損傷の状況を点検す

る。（常時閉鎖式に限る。） 

⑨カーテン部のスラット及び座板の劣化の状況を確認する。 

⑩カーテン部の吊り元の劣化及び損傷の並びに固定の状況を点検する。 

⑪ケースの劣化及び損傷の状況を点検する。 

⑫まぐさ及びガイドレールの劣化及び損傷の状況を点検する。 

 

①自動閉鎖装置の取付け状態の良否及び著しい変形、損傷、腐食等の有

無を点検する。 

②温度ヒューズ付シャッターの場合は、規定の温度ヒューズであること並び

にヒューズ本体及び取付け部の状態が正常であることを確認する。 

③手動閉鎖装置の操作の障害となる物品の放置がないこと及び著しい変

形、損傷、腐食等の有無を点検する。 

 

①変形、損傷、腐食等の有無を確認する。 

②電圧計の指示が適正であること又は電源監視用の表示灯が点灯すること

を確認する。 

③結線接続部の端子との接続に緩み、脱落、損傷等の有無を確認する。 

④接地線が接地端子に接続されていることを確認する。 

 

① 変形、損傷、脱落、腐食等の有無を確認する。 

② 設置位置及び設置場所に適応する感知器が設けられていることを確認

する。 

③ 熱感知器の感知部に機能障害となる塗装等がなされていないことを確

 

 

６M 

 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

 

６M 

 

６M 

 

 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

６M 



- 81 - 

 

 

 

 

２．機能点検 

(1)自動閉鎖装置  

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)連動制御器 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)感知器 

 

 

 

 

３．総合点検 

 

 

認する。 

④ 煙感知器にあっては塵埃、微粉等が付着していないこと並びに水蒸気及

び腐食性ガスの滞留等によって機能上支障となる状況の有無を確認する。 

 

① シャッター閉鎖用の手動閉鎖装置又は押しボタンにより、シャッターの閉

鎖及び正常に作動することを確認する。 

② 連動制御器の起動信号により、シャッターが正常に作動することを確認

する。 

③ ハンドル、チェーン等は、手動巻き上げ操作が容易であること及び巻き

上げ操作中に中間で停止できることを確認する。 

④ 連動制御器に作動表示がされることを確認する。  

⑤ 閉鎖用音響装置がある場合は、閉鎖中に鳴動することを確認する。 

 

① 連動作動試験は、感知器の加熱又は加煙試験において当該回線の端

末機器を作動させ、作動表示灯の点灯及び音響装置が鳴動することを確認

する。 

② 遠隔操作試験は、端末機器の作動状況点検時において、連動制御器

の遠隔操作スイッチを操作し、当該回線の端末機器を作動させ作動表示灯

の点灯及び音響装置が鳴動することを確認する。 

③ 付属装置の試験は、感知器又は自動閉鎖装置の作動により他の付属

装置等に移報するものは、移報信号がでることを確認する。 

 

① 補償式又は定温式スポット型感知器は、加熱試験を行い、作動が確実

であることを確認する。（自動試験機能又は遠隔試験機能を有する場合を除く） 

② イオン化式又は光電式煙感知器は、加煙試験を行い、作動が確実であ

ることを確認する。（自動試験機能又は遠隔試験機能を有する場合を除く）  

 

① 煙感知器の感度は、所定の感度試験器により感度が所定の範囲内にあ

ることを確認する。（自動試験機能を有する場合を除く） 

②連動機構用予備電源ごとに、少なくとの１以上の防火戸又は防火シャッタ

ーについて、予備電源に切替えた状態で、任意の感知器を作動させ火災

表示、音響装置の鳴動が正常であること及び所定の防火戸又は防火シャッ

ターが正常に作動することを確認する。 

③ 次の絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

・電源回路と大地間 

・端末器回路と大地間（１回線当り） 

・感知器回路と大地間（１回線当り） 

 

６M 

 

 

６M 

 

６M 

 

６M 

 

６M 

６M 

 

６M 

 

 

６M 

 

 

６M 

 

 

６M 

 

６M 

 

 

１Y 

 

１Y 

 

 

 

１Y 

 

 

 

②防火ダンパー 
表3-3 防火ダンパー 

点検項目 点検内容 点検周期 
１．外観点検 

(1)ダンパー本体 

   

 

 

 

 

 

(2)連動制御器 

 

(3)感知器 

 

２．機能点検 

(1)連動制御器  

 

(2)感知器 

 

３．総合点検 

 

 

 

① 変形、さび、腐食、傷及び損耗の有無を確認する。  

② 温度ヒューズの損傷、ビスの緩み及び脱落の有無を確認する。 

③ ダンパーのがたつき及び変形の有無並びにダクト接続部のすきま等の

有無を点検する。 

④吊金具等による躯体との固定に緩み等のないことを確認する。 

⑤検査口からはねが確実に閉鎖することを確認する。 

 

表4-2 防火シャッターの当該事項による。 

 

表4-2 防火シャッターの当該事項による。 

 

 

表4-2 防火シャッターの当該事項による。 

 

表4-2 防火シャッターの当該事項による。 

 

① 煙感知器の感度は、所定の感度試験器により感度が所定の範囲内であ

ることを確認する。（自動試験機能を有する場合を除く） 

② ダンパーの作動と連動し、空調機、送風機等の停止制御を行っている場

合は、所定の連動動作が適切に行われることを確認する。 

③ 次の絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。  

・電源回路と大地間 

・端末器回路と大地間（１回線当り） 

・感知器回路と大地間（１回線当り） 

 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１Y 

 

１Y 

 

１Y 
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③排煙設備 
表3-4 排煙設備 

点検項目 点検内容 点検周期 
１．外観点検 

(1)排煙口・可動防煙壁 

   

 

 

 

(2)手動開放装置 

 

 

 

 

 

 

 

(3)連動制御器 

 

(4)感知器 

 

(5)ダクト 

  （排煙風道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)防火ダンパー 

 

(7)排煙機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 器具のがたつき、緩み等の有無による作動性を点検する。  

② 著しい変形、損傷、さび及び腐食の有無を確認し防火区域の有効性を

点検する。  

③ 周囲に動作の支障となるものがないことを確認する。  

 

① 器具のがたつき、緩み等の有無を点検する。  

② 著しい変形、損傷及び腐食の有無を点検する。  

③ 手動開放装置を示す表示の有無及びその破損等の有無を確認する。 

④ 排煙口を動作させるワイヤー、ケーブル等の伝達部に著しい変形、損傷

及び腐食が無いことを確認する。 

⑤ 電気式の場合は、通電表示等が点灯していることを確認する。 

⑥ 周囲に動作の支障となるものがないことを確認する。  

 

表4-2 防火シャッターの当該事項による。 

 

表4-2 防火シャッターの当該事項による。 

 

1.ダクト・排気筒 

① 取付けの状況の確認 

② 裸ダクトの場合は、塗装の剥離及び鉄板の腐食、損傷等の有無を点検

する。 

③ 変形の有無を点検する。 

④ 保温材の剥離、損傷等の有無を点検する。 

⑤ 室の給気口及び換気口の取付け状況を点検する。 

⑥ 風道の取付け状況を点検する。 

⑦ 給気機又は排気機の設置状況を点検する。 

2.接続部 

① 空気漏れの有無を点検する。 

② ボルトの緩み、欠落、損傷等の有無及びガスケットのずれ、損傷等の有

無を点検する。 

3.たわみ継手 

固定部の緩みの有無を点検する。 

4.吊り及び支持金物 

① 腐食、変形等の有無を点検する。 

② 緩みの有無及び取付けの良否を点検する。 

5.外気取り入れ口 

① 取付けの状況を確認する。 

② 雨水当の防止措置の状況を点検する。 

6.調理室等の換気 

① 換気筒、排気フード及び煙突の取付け状況を確認する。 

② 排気筒及び煙突の断熱の状況を点検する。 

7.ダクトと可燃物、電線等との離隔距離を確認する。 

 

表4-3 防火ダンパーの当該事項による。 

 

1.基礎・固定部 

① 亀裂、沈下等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みを点検する。 

③ 防振材の破損等の有無を点検する。 

④ 天井吊りの場合の脱落防止、吊り支持等の金具の緩み及び腐食の有無

を点検する。 

2.外観の状況 

① 設置の状況を確認する。 

② 汚れの有無を点検する。 

③ 腐食及びボルトの緩みの有無を点検する。 

3.電動機 

① 電動機が外部より調査できる場合は、発熱の異常の有無を点検する。 

② 回転方向が正しいことを確認する。  

③ 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。  

④ 運転電流が、定格値以下であることを確認する。 

4.軸受 

発熱、異常音及び異常振動の有無を点検する。 

5.Vベルト 

緩み、摩耗、損傷等の有無を点検する。 

 

６M 

６M 

 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

 

 

 

 

 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

 

６M 

 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

 

 

 

 

１Y 

６M 

６M 

６M 

 

 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

１Y 

６M 

６M 

 

６M 

 

６M 



- 83 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．機能点検 

 

 

 

 

 

 

 

３．総合点検 

6.Vベルトカバー 

変形、損傷等の有無を点検する。 

7.Vプーリ 

① 摩耗、損傷等の有無を点検する。  

② 芯だしの良否を点検する。 

8.羽根車 

① 汚れ、変形、腐食等の有無を点検する。  

② ボルトの緩みの有無を点検する。  

③ ケーシング等に接触していないことを確認する。 

9.運転調整 

① 運転時における電圧変動が規定値内であることを確認する。 

② 運転電流が定格以下であることを確認する。 

10.排煙風道との接続部の破損及び変形の有無を点検する。 

 

① 手動開閉装置の操作による排煙口及び可動防煙壁の作動状況の良否

を確認する。 

② 連動制御器又は作動指令（煙感知器の作動等）により、排煙口及び可

動防煙壁が正常に作動することを確認する。 

③ 連動制御器又は手動開閉装置の作動確認表示窓の表示状況の確認 

④ 排煙口及び可動防煙壁を作動させた後、復帰が円滑に行えることを確

認する。 

 

① 自動又は手動起動装置の操作により、排煙口及び可動防煙壁等の作

動、排煙機の連動起動が適切に行われていることを確認する。 

② 排煙機起動させ、次について確認する。 

 ・異常音、異常振動の有無 

 ・電圧、電流値 

 ・風量 

 ・回転方向 

 ・排煙口の開放状況 

③ 予備電源により、正常に運転できることを確認する。 

④ 排煙機の起動と連動し、空調機、送風機等の停止制御を行っている場

合は、所定の連動動作が適切に行われていることを確認する。 

⑤ 中央管理室において監視制御している場合、正常に動作しているか確

認する。 

⑥ 次の絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 ・電源回路と大地間 

 ・端末器回路と大地間（１回線当り） 

 ・感知器回路と大地間（１回線当り） 

 

６M 

 

６M 

６M 

 

１Y 

１Y 

１Y 

 

１Y 

１Y 

６M 

 

６M 

 

６M 

 

６M 

６M 

 

 

１Y 

 

１Y 

 

 

 

 

 

１Y 

１Y 

 

１Y 

 

１Y 

 

４  留意事項 

・  本作業に先立ち、業務を適正に実施するため必要な事項を記載した作業体制表・作業工

程表及び作業手順書等の業務計画書を事前に提出し、発注者の承認を受けた後、着工する

こと。 

・  保守点検は表4-1に定める資格を有する者が行うこと。 
・  保守点検が完了した際は、点検写真等を添付した保守点検報告書を作成し、発注者へ提

出する。 

・   作業中に既存建物及び工作物等に対して損傷を生じさせないように養生を施すものと

し、損傷を与えた場合は、受託者の責任において原形復旧するものとする。ただし、受託

者の責に帰さない事由による損害は除く。 

・  従事者に対し、業務を行うのに適した統一された服装及び名札を着用させ、業務の従事

者であることを明確にすること。 

・  業務の履行を通じて知り得た業務上の情報を第三者に漏らしてはならない。また、この

契約の終了後においても同様とする。 

・  常に整理整頓に心掛け、業務終了時は、速やかに業務に関係した箇所の後片付け及び清

掃を行わなければならない。 

・  補修及び修理等で、材料を伴わない軽微なものについては、点検中に対応を行うものと

する。 

・  点検等で発見した、不具合又は不良の箇所等については、予備品・部品の取替等で応急

処置を行うものとする。なお、応急処置が出来ない場合には、発注者と協議のうえ適切な

予防処置を講じること。 
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・  不具合・不良箇所及び故障等の修理による部品代及び修理費用は、この契約に含まない

ものとする。 

・  その他、本仕様書および後述の関係法令・基準等に定めのない事項について疑義が生じ

た場合は、発注者と協議のうえ、定めるものとする。 

 

５  遵守すべき法令・基準等 

本仕様書のほか、建築基準法等の法令及び建築保全業務共通仕様書の最新版を遵守して作業

を行うこと。 

 

６  その他 

表6－1 添付図面一覧 

図面番号 名  称 縮 尺（A１版） 

１ 位置図 1/10,000、1/2,500 

M-30 消火設備 凡例・計算書・系統図 － 

M-31 消火設備 地下１階平面図 1/200 

M-32 消火設備 地下２階平面図 1/200 

M-33 消火設備 上床階平面図 1/200 

M-34 消火設備 入庫斜路－１図 1/200 

M-35 消火設備 入庫斜路－２図 1/200 

M-36 消火設備 上床階平面図 1/500 
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04 自動ドア保守点検業務 参考仕様書 

 
１  業務の目的 

本業務は、由比ガ浜地下駐車場に設置された自動ドア設備に対して、本仕様書および関係法

令等に従い点検や部品交換等を行い、その結果を関係機関へ報告することで、当該設備を良好

な状態に維持することを目的とする。 

 

２  対象設備 

本業務における保守点検の対象設備は、由比ガ浜地下駐車場に設置された自動ドア（両開き

自動ドア・４台）とする。 

・ ナブコ製ドアーエンジン装置(本体) 

・ ドアーエンジン動力部装置 

・ ドアーエンジン制御部装置 

・ ドアーエンジン操作スイッチ及び制御スイッチ 

 

３  業務概要 

保守点検等の頻度・内容 

  前述の設備の点検内容、点検周期は、表3-1のうち、対象設備に該当する項目とする。   

なお、点検周期の表記は、次による。 

・「３M」は、３月毎に行うものとする。 

・「６M」は、６月毎に行うものとする。 

・「１Y」は、１年毎に行うものとする。 

 
表3-1 自動ドア設備 

点検項目 点検内容 点検周期 

１．ドア・サッシ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．懸架部 

 

 

 

３．動力部・作動部 

 

 

 

 

 

 

４．制御装置 

 

 

 

 

 

５．センサー部 

 

 

 

 

 

６．電気回路 

 

① ドア本体の傷、さび、腐食及び汚れの有無を点検する。 

② 自動ドア表示ステッカー又は警告ラベルの有無を点検する。 

③ ドア本体作動時の異常音の有無を点検する。 

④ ドアと無目の隙間が適正であることを確認する。 

⑤ 全閉時戸先隙間又はドアと床面の隙間が適正であることを確認する。 

⑥ 引き戸式の場合は、①から⑤までのほか、次による。 

 ・ドアと中間方立及びガイドレールの隙間が適正であることを確認する。 

 ・無目点検カバーの取付け状態を確認する。 

・安全柵又は防護柵を点検する。 

 

引き戸式の場合は、次の点検を行う。 

・戸車、ハンガーレールの汚れ、磨耗及び損傷 

・ハンガーレールの取付け状態 

・戸車及びストッパーの取付け状態 

① 手動開閉の動作確認及び異常音の有無を点検する。  

② エンジンの取付け状態を確認する。  

③ 引き戸式の場合は、①及び②のほか、次による。 

・防振ゴムの変形の有無を点検する。 

・従動プーリーの取付け状態を点検する。 

・ベルト、チェーン、ワイヤーの張り、摩耗及び取付け状態を確認する。 

 

① 開閉速度及び開放タイマーの時間を点検する。  

② 徐行速度の状態を点検する。  

③ ドア位置検出スイッチの取付け状態を点検する。  

④ 電源スイッチの作動状態を点検する。  

⑤ 制御装置の取付け状態を点検する。 

 

① センサー、補助センサーの取付け状態及び作動状態を点検する。 

② センサー及び補助センサー検出面の汚れの有無を点検する。 

③ タッチスイッチ及び併用センサーの作動状態を点検する。 

④ マットスイッチの変形及び亀裂の有無を点検する。 

⑤ マットスイッチの排水口のごみ詰まりの有無を点検する。 

 

① 通常開閉動作及び反転動作を点検する。  

② 電線の支持、接続状態及び被覆の亀裂の有無を点検する。 

３M 

３M 

３M 

３M 

３M 

３M 

 

 

 

 

３M 

 

 

 

３M 

６M 

６M 

 

 

 

 

３M 

３M 

３M 

３M 

３M 

 

３M 

３M 

３M 

６M 

１Y 

 

３M 

６M 
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 ③ 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。  

④ 電源電圧を測定し、その良否を確認する。 

１Y 

１Y 

 

４  留意事項 

・ 本作業に先立ち、業務を適正に実施するため必要な事項を記載した作業体制表・作業工

程表及び作業手順書等の業務計画書を事前に提出し、発注者の承認を受けた後、着工する

こと。 

・  保守点検が完了した際は、点検写真等を添付した保守点検報告書を作成し、発注者へ提

出する。 

・  作業中に既存建物及び工作物等に対して損傷を生じさせないように養生を施すものとし、

損傷を与えた場合は、受託者の責任において原形復旧するものとする。ただし、受託者の

責に帰さない事由による損害は除く。 

・  従事者に対し、業務を行うのに適した統一された服装及び名札を着用させ、業務の従事

者であることを明確にすること。 

・  業務の履行を通じて知り得た業務上の情報を第三者に漏らしてはならない。また、この

契約の終了後においても同様とする。 

・  常に整理整頓に心掛け、業務終了時は、速やかに業務に関係した箇所の後片付け及び清

掃を行わなければならない。 

・  補修及び修理等で、材料を伴わない軽微なものについては、点検中に対応を行うものと

する。 

・  点検等で発見した、不具合又は不良の箇所等については、予備品・部品の取替等で応急

処置を行うものとする。なお、応急処置が出来ない場合には、発注者と協議のうえ適切な

予防処置を講じること。 

・  不具合・不良箇所及び故障等の修理による部品代及び修理費用は、この契約に含まない

ものとする。 

・  その他、本仕様書および後述の関係法令・基準等に定めのない事項について疑義が生じ

た場合は、発注者と協議のうえ、定めるものとする。 

 

５  遵守すべき法令・基準等 

本仕様書のほか、建築基準法等の法令、建築保全業務共通仕様書の最新版を遵守して作業を

行うこと。 
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05 シャッター保守点検業務 参考仕様書 

 
１  業務の目的 

本業務は、由比ガ浜地下駐車場に設置されたシャッター設備に対して、本仕様書および関係

法令等に従い点検や部品交換等を行い、その結果を関係機関へ報告することで、当該設備を良

好な状態に維持することを目的とする。 

 

２  対象設備 

本業務における保守点検の対象設備は、由比ガ浜地下駐車場の出口・入口シャッター（３基）

及びエレベーター出入口シャッター（１基）の合計４基とする。 

（１）出口・入口シャッター 

（①上り線入口シャッター ②下り線入口シャッター ③出口シャッター） 

寸法     ：①4.47ｍ×4.17ｍ 

         ：②4.485ｍ×4.17ｍ 

         ：③4.49ｍ×4.29ｍ 

形式     ：上部電動式重量シャッター 

障害物検知装置：障害物検知装置、リミットスイッチ、エマージェンシースイッチ等有 

（２）エレベーター出入口シャッター 

寸法     ：5.11ｍ×2.39ｍ 

形式          ：上部電動式重量シャッター 

障害物検知装置：障害物検知装置、リミットスイッチ、エマージェンシースイッチ等有 

 

３  業務概要 

 保守点検等の頻度・内容 

前述の設備の点検内容、点検周期は、表3-1のうち、対象設備に該当する項目とする。 

なお、点検周期の表記は、次による。 

・「１Y」は、１年毎に行うものとする。 

 
表3-1 シャッター設備  

点検項目 点検内容 点検周期 
１．本体 

 

 

 

 

 

① 建具及びその周囲からの漏水の有無を点検する。 

② 開閉作動状態の良否を点検する。 

③ 変形、損傷、塗装表面等の劣化の有無を点検する。 

④ さび及び腐食の有無を点検する。 

⑤ 取付け状態の良否を点検する。 

⑥ 施錠状態の良否を点検する。  

⑦ 障害物感知装置がある場合は、障害物を感知し停止する等の安全装

置の作動状況を点検する。 

１Y 

１Y 

１Y 

１Y 

１Y 

１Y 

１Y 

 

 

４  留意事項 

・ 本作業に先立ち、業務を適正に実施するため必要な事項を記載した作業体制表・作業工

程表及び作業手順書等の業務計画書を事前に提出し、発注者の承認を受けた後、着工する

こと。 
・  保守点検が完了した際は、点検写真等を添付した保守点検報告書を作成し、発注者へ提

出する。 

・  作業中に既存建物及び工作物等に対して損傷を生じさせないように養生を施すものと

し 、損傷を与えた場合は、受託者の責任において原形復旧するものとする。ただし、受託

者の責に帰さない事由による損害は除く。 

・  従事者に対し、業務を行うのに適した統一された服装及び名札を着用させ、業務の従事

者であることを明確にすること。 

・  業務の履行を通じて知り得た業務上の情報を第三者に漏らしてはならない。また、この

契約の終了後においても同様とする。 
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・  常に整理整頓に心掛け、業務終了時は、速やかに業務に関係した箇所の後片付け及び清

掃を行わなければならない。 

・  補修及び修理等で、材料を伴わない軽微なものについては、点検中に対応を行うものと

する。 

・  点検等で発見した、不具合又は不良の箇所等については、予備品・部品の取替等で応急

処置を行うものとする。なお、応急処置が出来ない場合には、発注者と協議のうえ適切な

予防処置を講じること。 

・  不具合・不良箇所及び故障等の修理による部品代及び修理費用は、この契約に含まない

ものとする。 

・  その他、本仕様書および後述の関係法令・基準等に定めのない事項について疑義が生じ

た場合は、発注者と協議のうえ、定めるものとする。 

 

５  遵守すべき法令・基準等 

本仕様書のほか、建築基準法等の法令及び建築保全業務共通仕様書の最新版を遵守して作業

を行うこと。 



97




